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第１０６回全国高等学校野球選手権予選結果報告 

     硬式野球部 

 

☆ 暑中お見舞い申し上げます。 

  中学三年生の皆さんは、高校入試に向けての準備に余念のないことと拝察します。内申を一つでも上げ

て、自己の進路の可能性を切り拓いてください。 

☆ 「第１０６回全国高等学校野球選手権大会東京予選」が７月７日から開幕しました。本校の結果をここ

にご紹介致します。３試合のうち２試合は地元・府中市民球場で多くの観客のもとでおこない、また２試

合は大学付属私立との対戦で、さらに多くの観客のもとで試合をおこなえました。 

 

☆ ７月１０日 ２回戦 VS 都福生 多摩一本杉球場 ２：１８ 

  相手はスポーツ推薦実施校。春の練習試合では２－８、１－７で連敗しています。本校のスターティン

グメンバ―は、３年生２名、２年生５名、１年生２名で、背番号十番台がバッテリーを含めて５名という

フレッシュなものでした。先発投手は２年生（多摩市中体連出身）で、公式戦初登板初先発ですが、２失

点で完投。１年生遊撃手（軟式クラブチーム出身）の二塁打２本の活躍もあり勝利しました。 

 

                得点 安打 四球 三振 盗塁 失策                      

福 生 １００ ０００ １００  ２  ７  ３  ５  ０  ０ 

府中東 ００４ ０００ ０１×  ５  ９  ６  ６  ０  ２ 

 

☆ ７月１３日 ３回戦 VS 中大付 府中市民球場 ２：０７ 

相手は初戦で都立スポーツ推薦校を破り、監督が「甲子園塾」経験者という学校です。土曜日で、相手 

 は大学付属校ですので大応援団が来ていました。本校は３年生左腕（府中市中体連出身）が先発。初戦で

は不出場の三年生捕手（ポニー出身）のバッテリー。１番打者（三鷹市中体連出身）が初戦と合わせて１

０打席９出塁の大活躍。二桁安打で５回までに７点差をつけました。６回に３点を返され、初戦で先発し

た２年生投手に継投し、７回以降を０点に抑えました。この勝利で２年ぶりのベスト３２進出です。 

 

                得点 安打 四球 三振 盗塁 失策                     

 中大付 ０００ ００３ ０００  ３  ６  ５  ５  １  ４ 

府中東 ２２２ ０１０ ００×  ７ １０  ７  １  ６  ３ 

 

☆ ７月１７日 ４回戦 VS 日大二高 府中市民球場 ２：１４ 

相手は秋季都大会で横綱・二松学舎を破り、ベスト４に進出し、センバツ推薦候補校になった優勝候補 

 の一角です。１・２番打者は東京でもナンバー１を自負する俊足で、クリーンアップも強力な打線です。

本校は中大付と同じ３年生バッテリーで臨みましたが、この大一番でも２年生５名、１年生１名、背番号

二桁３名がスタメンでした。５点勝負という想定で臨みましたが、相手盗塁はゼロ、長打もゼロとよく守

り４失点に抑えました。しかしベストメンバーで来た相手の背番号１をとらえ切れず、あと一歩でした。 

 

                 得点 安打 四球 三振 盗塁 失策                       

 日大二 ０１０ ００２ ００１  ４  ８  ８  ３  ０  ２ 

 府中東 ００２ ０００ ０００  ２  ３  １ １１  ０  １ 



  

  

  

  


